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1. はじめに 

 授業中の教師の行動（教授行動）は，受講者の理解度や

印象に大きく影響する．米谷[1]は教授行動の回数と授業

評価の関係性を分析した．一方で，教授行動の回数は講

義映像から人手で集計するため，膨大な労力と時間を要

する．そこで，今研究では，機械学習を用い講義映像から

教授行動を自動で検出する手法を試みた． 

2. 提案手法概要 

教師の行動を分類するために，

教師の骨格情報を取得する必要が

ある．本研究では，教師の骨格情報

を取得するためにPOSENET[2]を用

いた．POSENET とは，RGB 画像を

入力すると図 1 に示すように，17 点

の骨格座標と，それに付随する信頼

度を算出する機械学習の手法である． 

本研究では，まず POSENET を講義映像から 24 フレー

ムごとに切り出した画像に対し講義映像を用いることで，教

師の骨格情報を得た． 

次に骨格情報から特徴量を算出

する．図 2 に示すように，両肩の推

定点の中心から，両膝・両足首を除

く各推定点の相対座標と，それに付

随する信頼度，両肘・両脇の角

度情報を特徴量として用いた.  

最後に骨格推定した各画像に対しタグ付けした行動を

ランダムフォレスト[3]により学習させる．教授行動のタグ付

けは，野中の研究[4]を参考に 42種類定義し，著者が目視

で行った． 

3. 本実験 
講義映像から教授行動を自動的に検出するために，講

義映像 2 本（画像 178,442 枚）を用いランダムフォレストの

モデルを構築し，1 本の映像（画像 85,278 枚）の，教授行

動の検出を行った．検出された行動はタグ付けされてない

未知の映像であるため，正しく検出されてるかどうかの評

価実験を行った． 

大学生 3 名に対し，講義映像と検出された教授行動に

ついて評価させた．評価は 4 段階（4.あっている 3.大部分

あっている 2.大部分異なる 1.異なる）で行い，協力者 3

名の「4」と「3」の評価が 7 割を超えているものを，正しく検

出できた行動とする． 

4. 実験結果 
講義映像から 24種類の行動が検出され，3名の協力者

による評価の結果，10 種類の行動が正しく検出された．24

種類の行動のうち評価の良かった行動は，「片手胸片手身

振り」，「髪に触る」，「教卓に両手」であった．これらの行動

は，他の行動と骨格推定位置が異なるため評価が高くなっ

たと考えられる． 図 3 の「片手胸片手身振り」は右手首の

推定点と胸の位置が近い，図 4 の「髪に触る」は目と手首

の推定点が近いという特徴がある． 

 
 

一方，評価の低かった行動は，「両手身振り」，「手をふ

く」，「黒板に書く(図形・囲み)」であった．「両手身振り」，

「黒板に書く(図形・囲み)」は，学習させる動画内で様々な

動きを行っていたため，ランダムフォレストのモデルが上手

く構築されなかったと考えられる．「手をふく」は，「教卓に

ある資料を触る」と同じような動作を行っていたため，検出

が正しく行えなかったと考えられる． 

5. まとめ 

本研究では， POSENET とランダムフォレストを用いた

教授行動の検出と分類を行った．その結果 10種類の教授

行動の検出を行うことに成功した．今後の課題は，映像の

撮影環境に依存しない分類手法の提案と，どの教授行動

が受講者に有益な非言語行動であるか調べることである． 
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